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◆くすのきコンサート開催◆

12月20日(日)に本校体育館を会場にして、第16回高松農

業高等学校定期演奏会「くすのきコンサート」を開催しま
した。３年生の部員にとっては最後の演奏となりましたが、

今年度の県吹奏楽コンクール高校小編成部門で金賞を受賞
した吹奏楽部と、創部26年目を迎え最上稲荷夏季大祭をは

じめ様々な地域のイベントで活躍している郷土芸能部が、

日頃の練習成果を発揮して素晴らしい演奏を披露しました。

仕
事
は
絶
対
う
ま
く
い
く
。
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

本
に
１
０
１
書
か
れ
て
い
る
仕
事
の
ル
ー
ル
の
中
か

ら
一
つ
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
「
ど
ん
な
と
き
で
も
、

嫌
な
顔
は
し
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
実
の

仕
事
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
あ
る
仕
事
に

集
中
し
て
い
る
時
、
上
司
か
ら
突
然
、
別
の
仕
事
を

頼
ま
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
ち
ょ

っ
と
し
た
嫌
な
顔
で
も
、
上
司
は
あ
な
た
の
表
情
を

よ
く
見
て
い
ま
す
。
そ
の
瞬
間
、
今
後
仕
事
を
頼
め

る
社
員
か
、
そ
う
で
な
い
社
員
で
あ
る
か
が
決
ま
り

ま
す
。

こ
れ
と
似
た
こ
と
で
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
学
園

理
事
長
で
あ
る
渡
辺
和
子
先
生
が
書
か
れ
た
本
の
中

に
、
「
不
機
嫌
は
環
境
破
壊
」
と
い
う
表
現
が
出
て

き
ま
す
。
「
不
機
嫌
な
顔
つ
き
は
、
人
の
心
を
む
し

ば
む
、
立
派
な
環
境
破
壊
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
笑
顔
で
生
き
る
こ
と
が
一
番

で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
難
し
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
に
留
め
て
お
く
と
、

き
っ
と
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
一
年
が
健
康
で
縁
起

の
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

校

長

安

井

盛

昔
か
ら
、
「
一
日
の
計
は
朝
に
あ
り
」
、
「
一
年
の
計

は
元
旦
に
あ
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
年

の
計
画
や
目
標
を
立
て
る
場
合
、
「
勉
強
を
頑
張
る
」

と
か
「
部
活
を
頑
張
る
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
目
標

を
立
て
る
よ
り
、
例
え
ば
、
農
業
土
木
科
で
あ
れ
ば
測

量
士
補
の
資
格
を
取
る
と
か
、
部
活
で
県
大
会
や
中
国

大
会
に
出
場
す
る
と
か
、
或
い
は
、
鑑
定
競
技
で
農
ク

の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
出
来
る
だ
け
努
力
し

た
成
果
が
は
っ
き
り
と
現
れ
る
具
体
的
な
目
標
を
立
て

て
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
年
生
の
人
は
、
高
校
生
活
に
も
慣
れ
た
頃
だ
と
思

い
ま
す
が
、
車
の
運
転
と
同
じ
で
、
免
許
を
取
っ
て
少

し
慣
れ
た
頃
に
、
一
番
交
通
事
故
が
多
い
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
学
校
生
活
に
慣
れ
た
今
、
さ
ら
に
上
を
目
指

し
て
努
力
す
る
人
と
、
逆
に
慣
れ
た
こ
と
で
怠
け
る
人

と
２
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
で
、
自

分
の
将
来
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。

２
年
生
の
人
は
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
選

挙
期
日
の
翌
日
以
前
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人
は
、

18

選
挙
権
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
７
月
頃

に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
選
挙
に
投
票
権
を
得
た
人

は
、
是
非
選
挙
権
を
行
使
し
て
投
票
に
行
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
と
半
年
で
自
分
の
将
来
の
進
路
を
決
定
す

る
時
期
が
来
ま
す
。
今
の
時
代
、

歳
ま
で
働
く
人
が

65

大
半
を
占
め
て
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
“
超
高
齢
化
社

会
”
と
言
わ
れ
る
み
な
さ
ん
の
時
代
に
は
、
定
年
が
70

歳
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
高

校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
就
職
す
る
に
し
て
も
、
専
門
学

校
や
短
大
、
大
学
に
進
学
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
先
、

年
と
い
う
非
常
に
長
い
期
間
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

50そ
の

年
間
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か
を
、
こ
の
半
年
で

50

決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
や
り
た
い
仕
事
を

年
す
る
か
、
し
た
く
な
い
仕
事
を

年
す
る
か
は
、

50

50

こ
の
半
年
が
勝
負
で
す
。
進
路
を
決
め
る
ま
で
、
周
り

に
相
談
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
自
分
が
や
り
た
い
仕
事
に
就
け
る
確
率
を
高
め

る
方
法
は
、
や
は
り
現
実
と
し
て
、
勉
強
や
部
活
動
、

資
格
取
得
な
ど
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

３
年
生
の
人
は
、
あ
と
３
ヶ
月
足
ら
ず
で
社
会
人
に

な
り
ま
す
。
早
い
人
は
卒
業
式
の
翌
日
か
ら
会
社
に
研

修
に
行
く
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
社
会

に
出
て
働
く
み
な
さ
ん
に
、
「
こ
れ
だ
け
で
き
れ
ば
、

1 月の行事

19(火) 各種委員会

土木企業説明会(Ｅ科)

20(水) Ａ科研究発表会(③～⑥)

農ク全国大会第１回生徒実行委員会

21(木) 薬物乱用防止教室(１年)

Ｆカド・カフェ

22(金) Ｈ科研究発表会(③～⑥)

Ｅ科研究発表会(⑤～⑥)

実用英語検定

26(火)～ 29 日(金) 卒業考査(３年)

27(水) 酒造会社現場実習(Ｆ科)

28(木) 果樹社会人講師(Ｈ科)

29(金) 第４回高農夢みらい塾

2 月の行事

1(月) Ｆ科研究発表会１日目(①～⑥)

加茂幼稚園訪問(家ク)

2(火) Ｆ科研究発表会２日目(①～④)

Ｚ科研究発表会１日目(①～⑥)

3(水) Ｚ科研究発表会２日目(①～⑥)

4(木) 先輩を囲む会（１･２年）

フラワーアレンジメント社会人講師（Ｈ科）

5(金) 漢字検定

8(月) 農ク全国大会実行委員会

10(水) 庄内幼稚園訪問(家ク)

第 4 回 PTA 役員会・評議員会

人権教育保護者･教員研修会

12(金) 庄内保育園訪問(家ク)

16(火)～ 17(水)特別入学者選抜

※ 15 日(月)～ 20(土)生徒登校禁止

23(火) ３年登校日

就農予定者激励会

23(火)～ 29(月) 学年末考査

29(月) 卒業式予行・同窓会入会式

寮退舎式

3/1(火) 卒業式

◆ESD Cafe URA 2015へ参加◆

12月23日(水)に岡山国際交流センターで開催されたESD

Cafeへ「高農環境考える会」が参加し、絶滅危惧種「スイ

ゲンゼニタナゴ」の保護活動に関する取組を発表しました。
この会は、こくさいこどもフォーラムと岡山ユネスコ協会

が主催し、ＥＳＤ活動の一つとして、外国文化の理解や日

本（岡山）の良さの再発見などをとおして、グローバル社
会で活躍する人材の

育成を目的として開
催されました。地球

が抱える様々な課題

について他の団体と
意見交換する有意義

な会となりました。

URA：Understanding Respect Acceptance
（ 理解し、尊重し、受容する ）

◆

農
業
ク
ラ
ブ

校
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

◆

月

日(

水)

に
校
内

12

16

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
が

開
催
さ
れ
、
３
つ
の
発
表

区
分
に
９
チ
ー
ム
が
出
場

し
ま
し
た
。
発
表
題
目
及

び
審
査
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
各
区
分
で
最
優

秀
賞
に
な
っ
た
発
表
は
、

来
年
度
開
催
さ
れ
る
県
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
大
会

に
学
校
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。
高
松
農
業
高
校

の
代
表
と
し
て
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

〔
区
分
：
Ⅰ
類

生
産
・
流
通
・
経
営
〕

◎
最
優
秀
賞

「
食
料
自
給
率
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

２
Ｚ

久
保
田
真
理

板
垣
の
ぞ
み

林
義
成

古
田
み
な
み

虫
明
弥
世

○
優
秀
賞

「
植
物
工
場
の
新
設
に
向
け
て

-

色
素
増
感
型
太
陽
電
池
の
研
究-

」

２
Ｈ

西
山
啓
太

小
西
千
絵

氏
峰
実
稔

山
口
奈
弥

平
田
和
佳
奈

森
下
真
帆

「
イ
チ
ゴ
の
早
期
収
穫
と
糖
度
向
上
の
研
究
」

３
Ａ

小
野
和
希

林
幸
斗

前
原
大
樹

三
笘
和
真

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
射
に
よ
る
ブ
ド
ウ
の

果
粒
肥
大
に
関
す
る
研
究
パ
ー
ト
５
」

３
Ｈ

江
草
寧
浩

江
原
万
瑠
太

前
原
聖
也

磯
村
真
人

大
源
紗
南

〔
区
分
：
Ⅱ
類

開
発
・
保
全
・
創
造
〕

◎
最
優
秀
賞

「
畜
糞
を
活
用
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
供
給
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

２
Ｚ

森
本
悠
莉

井
上
雄
斗

坪
井
哉
志

佐
々
木
智
礼

山
本
涼
太
郎

○
優
秀
賞

「
菓
匠
～
科
学
と
技
の
共
演
～
」

２
Ｆ

下
山
虹
音

平
松
智
和

藤
森
祐
也

藤
原
妃
那

古
市
朋
也

和
田
俊
就

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
社
会
実
現
を
目
指
し
て

岡
山
市
高
松
地
区
の
小
水
力
発
電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査｣

２
Ｅ

井
原
直
将

同
京
大
地

小
野
達
哉

〔
区
分
：
Ⅲ
類

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
〕

◎
最
優
秀
賞

「
地
域
の
自
然
を
バ
ト
ン
で
つ
な
ぐ

～
小
学
校
と
の
環
境
交
流
学
習
～
」

２
Ｅ

武
田
莉
奈

西
山
美
優

２
Ｈ

守
屋
綾
音

○
優
秀
賞

「
エ
フ
カ
・
ド
・
カ
フ
ェ
～
シ
ー
ズ
ン
Ⅲ
～
」

２
Ｆ

赤
木
里
奈

葛
原
千
聖

鈴
木
佑
奈

宮
田
亜
美
紗


